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各代各群 5--6 頭の 6 週齢♂の Fischer344/Nslc ラットの背部皮下に挿入管を通じて移植した。移植
継代は3.5-- 5 週間隔で、行った。
2 )ウイルス感染の確認:移植前各 recipient ラットの血液を採取，血清を分離し， Han taan virus 
(HV) 76-118株を感染 7 --10 日間培養した単層 Vero E 6 細胞から調製した細胞をスポットスライド






4) 抗体陽性ラットへの腫蕩移植: HV KHF 83-61 B 1 株感染新生仔ラットが生育後交配，分娩した
F1 ラットの生育後 6 周齢に達した個体を recipient として移植を行った。
〔成績〕
このラット腫療は化学発癌した malignant fibrous histiocytoma (M F H) で構成細胞群の組織学
的特質から giant cell, fibrous および myxoid の 3 型に分類される。移送された 3 型計13頭のラットは
すべて IFAで強陽性であり，それぞれの型のMFHの移植を受けた recipient がすべて強陽性を示し，
これらのMFH担癌ラットが本症の感染原であることが実証された。移植 1 代では 3 型とも移植成功率
は100%であったが， giant cell および fibrous type では以降移植率が低下し 4 代で20% となり，腫蕩
維持のため nude ラットへの移植を併用した。移植 3 代までは移植率と無関係に強いHV感染が各 recipient
に成立していたが移植 4 代で腫蕩生育 recipient の血清反応が陽性限界まで低下し， 5 代以降はすべて
陰性となり giant cell および fibrous type の汚染腫蕩から HV は自然に消去された。一方， myxoid 






MFHの giant cell, fibrous の 2 つの type の腫蕩は実験環境を変換して継代移植をすることにより











組織球腫の giant cell, fibrous の二型は新実験環境における継代の初期に移植率が低下し，同時に腫
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凄からウイルスが消去された。 myxoid 型では移植率は100%で各個体で高度のウイルス感染が30代の
移植でも成立した。この腫蕩片を400CでHFRS回復患者血清と接触して移植する，あるいは抗日FRS
ウイルス抗体保育ラットに移植し次代移植すると一部の recipient は抗体上昇せず以後の継代移植の全
個体は抗体陰性を保持した。汚染悪性線維性組織球腫より HFRS ウイルスを統御された動物実験環境
で自然にまた実験的処置により消去しえた。
以上の成績は実験環境が本実験ラット腫蕩の移植生育と汚染HFRS ウイルスの消長を左右すること
を実証すると共に腫蕩からのウイルス消去の実験的消去の方法を確立し，動物実験学土貴重な知見を明
らかにしたものである。
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